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いても認められるのであ 1 て， たとえその企、長が
近代的な株式会社の形態を採用しているとして





























































1同1 1 1960 I 1965 
授業 I 42.4 : 32.5 I 30.5 
工鉱業，建設 Irn.s I 20.4 I 22.0 
護軍総通信，公議事業 1 3.3 I 3.6 I 2.9 
その他 I 37 .s I 43.5 ! 44.6 
社 I100.0 1 100.0 1 100.0 
［出所） National Economic Council, The Statis-
timl Ref'orter. 
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/ I ）カ ijl~1\/J :Tl川？たるilE人を目的にしては， Yィ











Yィ ＇） I二一／人古本山シ仁ずは ~2fド＜＇）＇'iペヲJ ( c, 1, ・k 
-jぎなA、 l に（残りの大i'm分H幸治資本，・.） I,、Cfメ
リヅJ人資本てふく〉）ゴ＞i:, 1¥'.: ilcではとのン守 fft 
90川以 1'.[:.j)；ふんしてレる。このま白・－y’；土‘ fl Ji宅金L
I二む「五業， J：：／故以ど全事業分!J'｛を ：；む数字であ







入代替仁'J!-:/Jぃ、か＊＇んにどー i て、 比較的少加の資
本と梢可iな以外Iてイli')党／）， 1J能で点） iJ' Lか七三び）
.f:iJ;問が』！ゾ＼ごふるt)J（内な i'土w社匁であ》／：か l1


















こうした工業を’忌む 7 1 I｝ピL人企業家は「新
民必込iE在宅誌 ilこもとづく課税免除、その他の特典
をうf受Lたどけでなく、 その原料0）大部分~l ド

























J占さ，lることとな J ' fこO
一般的1.:.1、って， 発回途上1，~C'l:T_；，と化にむいて
は， 愉入代替から付i出への転換は:Ct民の必然のコ





材料の！£！i:？：＇｛ヒ， 〆と，／JIliJ I匂JIJτ：｛じτ そL亡そν，＞1誌lI ； 
一ど t予｝‘｝
主CIJと三 7,7 イ1 J l二勺ン t二.t5し、〈：土｛を－1心＇.il日寺cf土占〉て
I) lち4見さ tLf仁か〉たC＇）である？ そのJ;(!Rlとしては
~IC に述〆、たよん／仁弓（｝年代でのベソの；le_＼大評価によ






F見マルコ主政健 I'", 1967 t下9月に成立した i投
資，1足肋｛去」 TnvectmentlnL・cntivじ Actr.t税1¥T.'!: 
（／）育成を調っている 7 すなわれ、この法律は， it
用町村：Hf1lh簡の 70＇＼，以 kがほ庄でふと，i耳（：：に，輪出
iヒ￥＇；が 50',',St卜の産主ノヱどを寺会H¥ Jて：二としラ これ
をj／；；＇.先投資分 ljiyとして戊定 I_:1足lfi)Jすること 1:Lて












しいが、 とこでは J. J・キャロルの『フィ I｝ヒ。
〉の工業企業苦ー）変化の要因および所産として
の J(John J. Carroll, The Filipino l'v!anufactiげ－
ing Fntrepreneur Age刀tand Product of Change, 


























った i，のはわずヵ、に 2企業にすぎ点、ハ、 をLて、
これんのJ支出にi土、 輸入外貨Ji1当，免税措irL7 










のどれかが、 またかれ 1·1 身が会社の fjl]n交1（~〔 l下jか，
fliJ；；党時に此府内ji';j官ゴ）J也｛1Lにあ., :'_ I 6¥ 
っさに， 92企主百ーの産業的出身ないしその社会
















































































先にあげたよう tて、 fギナんド、 ロペス， アラネ
タ‘ モンテ 1）パヘ モンティノ弘一ラ， プヤット，
ノ、乙ントなどの名前があげられるが， ここではア






































































またかれは， 株主として、 ：－／ .:r：ル石油噌シコル化


























府機関としては Institutefor Small Industries 














ment Foundation, Executive Training Institute 
of the Philippines (ETIOP), Industrial Manage-















（注 1〕 Y イリピン内社会構むないし社会＋.I，んこお
ける家於の役討については，たとえば GeorgeM 目
Guth丘e,ed., Six Perspectives on the PhilかJ》ines,
The Boo川 wrlc,Inc., ('vi anila, 19/iP.) ri・ l奴）；川丈，
“Philippine Social Structure ”Fred Eggan，“The 
Philippinじ Ternperament ＇’ G回以 'vf.Guthてieを見
l 。なお，『 Jア経（占」，第nt;:,iSワ一（1970；，十） ν
t在者n同4守にたいするi金評を参m、されたい。
（在 2) "l＇. 万三1芽吹仏i「フィリビンの経済fi',.:'_cと労
佐川む』 （仰［光参考'ft1132，アシ「ti’済研究rVi,1962 
1ド） u,::n1r｝：「総説一一ーブイリピン経済内特質一一一」
(lei谷三宮＇） i －おいて， ヲイザヒ／託済J)!j,/,'('J_•.＇） 一つ
-Iて， よ l ＇・・た企業；川： 1/!l'J'J性的，その家 1¥,；遠il'J
特徴をあ：ずといる。
L主3) , rりピ‘にじけるii～！こわ発IFIf. .し工
工l三莱のr;,Iーにかん1人／：近の五月文献としご t，さ
しあたっと，策本弘『アジアの経済成長』（動車怠房，
1969午） : ('2部第 3＇「プィリハ一一自主＇・ c¥': j乏の
. I J;I~ 性J, ¥ t＇勝編『ノィリピン 経済と牧？！環境
一一』（アジア経済研究所， 1969年〕， 1LITI~ かl f 7 f 
，；グンの絞！日 （アザアえ見るllx16，アシアれ尚研究
,1968午〉，！鈴森英現「ブイ担ヒ J における／；！＇ i>'r ij司38
の現状と l課題」（『経i苦労務コンサノレタント』，1970年6
. f！・）な井を之上。
C主4) John J. Carroll, The Filipino Afa克也，
facturiπg Entrepreneur: Agent and Product of 
Change, lthca, (Cornell Uniuersity Press, 1965, 230 
p.）：こつい，＇.に号室者の日！：；こたい j 乙＇l言f,Ir／ ンア経
済』，第lOti第 1号（1969＇.牛）および悶訟の抄訳ならびに
W題を行な J t: tHJ稿『フィリピンゴコ 1・業経蛍者r.!l（海外
•·; ，.参考乞 1. ¥5t｝，，♂ア経済'i:j'iト •11, 1966;1）も森
川さ jlたい。な j；，ソィリピノ :J,.ft ';f.:’般にパ、ご｝
部13笠研冗としては，このほかに SamuelN. Seidman, 
πnteゅriseand Entrej,ren印rshij• in the PhiliN》ine
36 
Repubic 1949-1959 (Ann Arbor, Univ. Microfilms, 
1966），および護者も関係したアジア経済研究所編 rフ
ィリピン J) 企業』 （外国の企業お 5集，アンア経済研
究所‘ 1967年〕などかある。
(/1凶 5) Carroll, p 41. 
（幻 6) しか l, Carroll : .t，このよう ！£ 政商的f
企業済つ存在，汚職とわL、ろの路行は，フィリピン人
c'J国民的2ではなくして，その歴史的環境，すなわち急
激な初日・t.ど化， JI イ－； , 'r.i鋲に上ソて起こされた社会前
体，長大弘.fil1.習が得られるチヤ Jス， 1950:C手代の経済
における政府の決定的な役割といった歴史的環境の所







（注 7) Carroll, pp. 158～159. 
〔注8) Carroll, pp. 161～162. 

























1) 欧米諸凶J）財閥（上、 資本主誌の勃興期，，二、 分臨fが早伶くカ込らj正行し， 1;.,J族j壬営的色；［カ：｝返＼，、が，
士，n存E民，
二jLをH伝礼 I.ノ ）/ ；，ラ 〈λjミ,0、川 d〆と崖｝Jfヒfl色』f!'(jiS.:. （｝）ρ、たらをとつている G そ（｝）昼4型は， 1，ン iごυJ経
（け1；工し、 fJl｛わ『）：l火活；こまで成長してきたが， イL 営fU皇制度（managingagency system）に見られる
ドの財閥日）J訪印ム イギリスの植民地支配のもと c ' 3) o JG来この制度は，イギリス人経営者がイギリ
でihl仔されてきた fr建的制度を鼠｜私的に打破する ス人出資比こ代わって企業経営を代行するfl,iJ主と
ためは幻／Jt二三しか予 j二G むしんJ 柿メァのかにハ して 7量生したが， まもなくイン F産業界にも採用
て、ノ1、，＇）、るJ.2主（！＇.Jf史京どお1；びつき， そ.iLI，：－よりみに千lj され〉 金融の保証と経営の請負いを任務として、
ltjすること企il！じごr＆士、としてきた。 財閥本社に上る企業内支配とその拡大のための有
(2) 欧米諸（［Yj／）財Ii司：上、未曽有v）守－：｝＇UJ山発！長 力な武器となった。財閥は，通常 1ないし数Jlt,1の
山iJ占札 ｜司｜各：ri<1Hl1.えに Eで拡が、た強大な経済総 経営代i里会社をと持つが， かれらはその傘ド企業の
織となっ iトこが、 fンド；Hl占Jn場 （ti土fキ 1）ス山脈 経伝代出人となり， さらにこれらの企業山主役と
民地支出｜てそ，／）也）J ti:氏本にif聞き.／l, 主要，！J;[' し
Nil'.・ 貿ら0• I監業白1qnJをス；；ゐくイ三，－ ！）もζfli］／こ：t主7斥さ て，企業｛｝）支配を強｛ヒしてさたO そ才Lf土，インド
オ［ご L、たた〈わ’ 「I可i；で川4在展iゴf¥IWJさ才c:;hl1さ7,1 にJ；けるj止代［ドjな金融機闘の未発展と，経営者能
t~c cJ: ：＇＝.， 刀h.I)' c:i 1 ／＇ド；i闘の発1(;.t, 1, ，バ「》 力の未認とし、った後進性を／こくみに利用した制度
イ主i リし＇） 1ント支配力（J1J也んだお 1次お上びお であった。このような経営代理制度下の企業では，
ゴ次大戦とレ ＇） た戦時（｝）特殊事態とか， イ＞ :; 1Jヲ 経’ftヒヱラノレキーのiJ1心部分は， 1社侠グルーーアの
；＇［！；で山氏技連日J•／）台ゾl'＼と以烈［七れよ ··1 な主主；；号外i円 メンパーによって1iめられる。 もらろん，これら
長[KJを利用し／；＿/, .ら違J¥t•:-S れたし のメシパーのなかには，特別に経’註ー！二｛｝），）Ii涼を受




,h' ＇－ー｜ロ j 出干lj貸的：金融活動でc?,l'f.';:された
資本i）、～ ぞJ},¥I・, ＞二一ト， f品業，型新どい ，tこ｛工、統
（！ヲti'lf1ワi二投資さ h，店三次大l依，I寺.B上fノ、とれ日佼，
主として f,r I. ぺ1ごのi也-Sti生i：業［り：ハ資：本と技t+1
I二依存－4→ふ泊 iたちで十五イヒ＇j主工業i+I日以上、J広大してレ




































'), 1920年Lはインドの10大企業，／）う～ i～：3 
i主， 日f¥'[, 8 f立をタケ財閥系山企，・；，＇；が i1iめ／こ。









































ビ〉レラ家は， 1862年ボンベイに移住し， ＂＜｝ レワ
1971040041.TIF
リ・パヂ－／［，に商店を問き， i荷業，， ) ＼、で高利貸
金始めたi!¥, lK何年i二i主力 Fレぢッヤにも支店r.:rm
it '._, iこ） こ）） 己J占と tM1売の：1',tJ)Jととも，こ． Lだ
L、iこi，日｝J♂〉品目Jtjをや1.tf‘ 金;i:1い＇） 1!i
Li＇，山.－，守 右京 1(の柏入、綿花J）愉[t¥,,＇ゴ jJi/Uし に
己 •L ヲ京 i ' j¥fj ：；／：、 1', :j flJ 日（白色w：；， ~J,!J から＼＇.｝た
肯会くともとに Lご i；主税i＼；二子全／l'iす一仁う i二J仁つ
たL『）；土， 治 l次大戦以｛主主（）時期でおり，その工だ
とはヲ イン！べ川’也Ci財I号と 1,JL去に主7綿主であっ
たJ すなわし， 19三（）年 BirlaじりtlonSpinning & 
¥¥.eavinば :i.lil,19コi守二 Jiyajeerao CottりnMills 
J ～、、〆、、、
(J守山冠 ノ イ したハ つ L、ご日1m主にi庄／1¥L, 
1 ~n 1：子 mrnratSu伊tr:i.'1ils, New Swad引 hiSu 
停l[ ¥Iillo, l~lj二 If Oudh Suどar ¥Iil:s, l Ipドピr
Can只刊市l伴l[ l¥rilへlけ九九年 f¥ew Sugar Mills 
/,' aわい♂ J＇，、守口 I]荒し、 fンド財閥cl) ・；ミとし（；校
J｝.）；しf二ι
話ゴ；f大半kどそのil(i;:vliPrJiJ；ょ， じ／レラ urn~ の
発江むことっ..＇主要な時期であ勺た｝ ij没：寺F主；？寺l丈イ
ン，ド（／）；＼｛＇＼｛：、1『コ（二n大／；利益を I壬えf三泊1句 己I[.






たりと t・＿‘1＇川： fj：には I!ind uご、
肝〈心生ι）， lリiコ司；二；工 t：；ポユ； j沿 l ; ni＼一じ「旨alCal》le:
乞廷；I之、 [ri］叶［i~ ,J）、玄L主、し＇） ;[/i＼乙：) ;,i：υ込！i,It乃 ν、》
Atたc 二i)l¥l. iりc)'.;{jーには， 1,J;H:ltl J J支配－j・<, i¥lJ 
i：以「i'l!nitcd Commerじial [bnkかドi'.l:;: －－~AI 、
(.,;'tりJ:l;J-1／討としごのかよ二t）がとと J； ノ／こu










イ出土 3｛怠9070万ノレ 1：＂ーであった。この郁は，ゾ iI寺
の合イン i：の株式会社（公1m，非公iおの合計） （／）－／！、
込資本会の4.出%で，タタの 5.30%に及ばぬか，













資本がどω程度， ［，~族以外の源資に依存して ν る
か‘ :U三経営1詩人材登用のITiからし、－， C, どのf.'J:
i'.l'JilLH:t尉j五の除問 iょ誌（肘potism）から解放されC
L、ふかが問題と／（ ，：であろう。
仁＇＂ 1 MI/Mi土秘族 IYJ；こはマルワリ族にM:tる
か，かれらの企業官公は，テン fル・！、ラスト
'.T 4白川i山





ね血誌関係を中心として行なわれてし、る。その！早い信仰心と sr:;t丈：2 ）~ι~＼とでビソレラ ;t'IJ C 
ビルラ財閥ピノレラ財閥を支える人々としては，か才しらのこれも史面からみると，千T名である ，！；＇，
かっその総帥たる G•D ・ピのF主みの親にして、企業資金の調達所川土門誌だといっても通Jではな
L・N・ビ、ルラ，イ） 1;,-cB ・ M• ピノL ラ，,t, -, ' こう Liこテンプル・トラストi土ァ Jfc（） 、L
 
その他にも K·K•K • I）・ビルラ等が－）づきラ会fl：法のj盛Jjを慈詐同体として、’j苦手｜］ト弓スト、







財閥江ら｛＇t~ ；，正人 2 名山サインで数十JJ Jl,ヒリーの計
～3年山長Jlq;i；，融も可能乙
じnitedCommercial Bank, Hindustan j庄代i：：融機関の場｛，と実なって不動人jLもでき‘
Aluminium Corp., Cwalior Rayon Silk l¥:口氏 Co
三！｝（／）ビルラ財閥の最長要企業の会長をつとめ， B・




L・N・ ビノレラは Birla1 nsurance Co，の会長，・fi日ifiより、］～1.:J% 、？三平l]it宇，・，frl. ／～， 1トザノ〆01I I , •ムマζ）， 







.¥:fils, Century Spi. & '.¥Hg. で、 Stu！じjCotton た［；；＂，~＇二？？を｛jl; :J ・:i/, し右、 1.’υ1：＼、，＞m‘i) ' / ＇.ふら ι
（、札， HindCycle, ( ;walior R社yonSilk Mfg. 仁υ，






R • ］）・ヒOudh Sugar Mills. i干の電役を兼ね，て，；， :. .1: i土）！！？何一科！111iiでtt ，ヘ f~： t' l,f til, l：よ l、7
＆ 
Mf只 Co.,Hind Cycleの会長で Bankof Baroda, 
Asian Cables Corp.の1丞：役を兼ねる等々。
Century Spi. Mills, Sutlej仁ottonルワi1, h干rJ;tノレ々 l1i< ごも． 銀fJ'tc :1 v>H,} (t上
ずっと有利とふと〕 1
ノ5、ーマー
l l ・，‘ 
ピノレラj対日における企業J長余このよう；こして，
当然にこうしたビソレラゐ族による企業支配は，・,' ；，ワ ｝1出iJ> ／・ンブr＇＇＂・トラストやの淵i主l土，
能力一主義・実績主義による経営者人材の登用を妨［，，］族 l乃和、：；，~）ぽ＇f'c 5・ v' ! !l-、一 hこ依存するとこん大き








企業者精神の持ち主のすぐれた個人的能力，H一、d-、隊式pn;H止（Tn，，凶un,r_l と t 、うかたわ σパ予：役/Ji~i'.5 ラ
























































































ケタ・スケッ 7 ・カレッジ（TataStaff ( :olleg，吋と
呼ばれる独自の経営者開発のシステムがある。こ
ゾ）カレ rゾに』工、 タタ・グ／レ－－ f（タヶUl閥系れれ；）
の首脳経営者も加わり，参加スタップとともにタ
ケ・グ•I- ープ先肢をめくとJ諸ll'<J 回， 話）j策iこJ 八、
て白由な討論が行なわれており，そのコースは年
l l司問m：とれ， キソ4' 5週間に）) t.こ－，ご合宿寸る















（注 1) Helen B_ Lambは，“Busin田 sOrg阻 ization
and Leadership in India Today," 1956, Center for 
I揖ternationalStudies, !vfassachusetts Institnte oj 




インド財閥の調査を行なった R H. Hazariは，イン
ド比例に CorporateGroup ノi ：薬を !Iv、ていふが，
これはかれの主主義に従えば，共通J〕権威 Commonau-
thorityの決氾権に1X.－，企業体グノレー：／＂ ！，＿－ 指し円、る
(R K. Hazari，“Ownership ＆じontrol-AStudy of 
inter-Corporate investment，” in Economic Weekly, 
N臥：！Ii.,Dec. 3., 10., 1960) /; , fノドの場「？ の
共池山 j権威は家族 Uointfamily）と考えられるから，
むしん FamilyGroup ！＇） は弓が適切t;.'"}, Jl でみろと
1 、テト＇•J 〆L J ノ。
C i,2 ) インド財閥にかんしては，数今くの文献が
あ 1:' I本： .t Jける !i/i'jピにつL、工も， f、：｛えば／Jl1法J乏
』;rrインド口）財問一一伶ヒ，ノレラ財附をIドdむとして一一一』
（γ 
・:1J, 'rJ （外i•:1 ・，企業（／llO年， 7ジア五千1，～研究戸：；， 1969
；〕， 1戸線1E二『ピノレラ財閥論』（アジア経済研究所所
1i 'fi H , 1969 ＇は，斎：｛＼：. . ，史 ffンド♂・liF品（ I)(rI)J
〔「アジ γ 経済』，お 3そ主治 7－~んよ花 9 ぢ， 1964 ヰ.）， w 
必i＇一「インドに Jjける『財閥』の研究」（『7 ジア経
流』，：／nH主"llり， 1970：ド）えと多く I 7」f,,i， えが
あげられる。なお，策おとほぼ附じアプローチに －，'f_っ
てイずドのお ι＇ij経営t; r.f国’I'＼企業を分析 Lたも，.；と
しては，凹古1;J1『イン｝ ω経給者』（アンアをは9IU、6,
アジア経済研究所， 1966午〉がある。











(it 6) R. K. Hazari, The Structure of the Cor-
jJorate Private Sector (Bombay, Asia Publishing 
House, 1966), pp. 38～40, 95, 99～100. 
（注7) ピノレラlil/Htrど J ノレワリ系財閥における企
業if［会 ＇） JI;司法 ｝jLにJ パ、引よ，，ni村誠＿frt r fントに
JjけるIHI／日と企業；1HJ 」（『海外i!i~H ジェトロ）』， 1965
11'2）］，；）をは上。









パ－＞ 以そのi山＇！ ／ γ ドo;?r K族かr,h ／－＿イン］人
経営者の特徴にふれている。
（注10〕 J. N・クタは， 1907年にタタ製鉄jiJiをJf
設す，：， t'J: :, 1877 ;I 1グプ－ ＇：こ Empre出 Mills1, , 
1886年ボンベイに SwadeshMillsをそiLそれ控；没 L,
繊維工業の重要ら；にない子となっていた。この点では
まず制約 i：業か I,/J：おした／ti:ん f ンド人 i：主家と j,jり
である。
（注11〕 インドの財閥経ft(T）特徴を伝統（tJj>,ij ，＼，＇，に依





























































内ことに属すると L‘う事実もまた否定でき t.，いと川治准主Ir以後J）トl本において， i弓そAl,/i-Iうlf, 





位士 f1~ -，、ゴに財閥企業；こ－ I 1，、ごみ上 .－1( I l：ι 
ここでi上，L、かiこif t.d I AL Cさ／二心v
（了ト二， I＼、てみよう。
j己住友（t資常務理事JIl田阪は，次のようにし寸。干 - －－トー e、－ ＇）、： （） /-) , i 鼻、ム 1ャず♂？ 、 . l「l;,1111r ，工，~； ~' i .旬、八 kム
封建の匂い高き住友だ「／己禄以来の/it!J.：を持丸、Ii] Jit ~長 i、J 可） J H本の財！？母におレては，fニL力、i二‘
実際はての古から立憲的の/!i長政治でiJ-i 1ども，長；内c：こf二）ぃ jる，it:s1<i］；土強く ｛t(rLt工、こ Clこと／:t'
ん yた υ 住友山左衛門（1丹治26年から大:u一 15年ま F住1] iぶ.；1:l.J?;'J.的jう十本ど自己itrkl:とL、うん、fこfIC-, 
-"j'l;:7千n-Jを！」Iメえっ主Pの家kであった15世吉左i品il"lb:純1c ,1,:.;1H Lカ‘ L、っと 4ノ集約（1'.J（二羽jJれ口、ゐリ
ヰうと寸ゐ ~｛f. 本 J,tf を大 d二＞-J· ｛ド（＼＇＇J;ミニミtUこど文KllLてよスぞ v')＂？， くが＇1ふくから家父片的なJ'f分I，件、／）持r1，よ
名実共に？存；！Ji政diと／［ －＿，たのである G)Ki土、王s法上iQ1'i':J機能，tnil,l]¥'Ji止ヰ士山ji1ri¥1fi: ~ i&L~ して，
{l,tぐ／）業訪は総＿Hgを，1心とする数人山重役に一任がJな池ぉ：lfi(JiHJ二とリ入れたことにム心。
家k1土弘、んど全く干沙しよ仁か ＇） た。先代び〉さ.it,mfrど経公ハ分VJUI本（／） 財閥企宅にあっては，
ι役会議，.二頭を見せi lr.fi/:Wlも現｛I：山；，j，之さドfiも，






' ' Jドレ Lムiう＇；／ L「Jl年l1Ji'r-Jt-td＼行i立？Hてきた
これ；土，住友
J：人がT-1/Jよし
献身fJに努力した。-i(;),f(く／：（りラし（工fiJ tJ：二 1，どJ J く［，，］族的支配，，) j L )j土／二fこかい
，） ために主ことに1｛；－せであ J Pた。
ては、｛J：取をあや主！）易いj I／ι：l 'o 
1,n品、と L、「l IfiLr ；＇， ~b[J］を泣え t: I；り在、＇・ ・ 1¥l；ι七、、、、





わ＜ L -c，住友で（;t'ii~ ；二、、え（工、日！ Jif1Wf11以後山 iI 1トj;ff;rrr& 
同校内甘利害関心にiりJ非と Vj 1),1た{t':i三：；こ才j1，、て，
I- ~ 








































のiftP周知JviH’i1~ i1fでおりラ 主たその巨大な吾そ 1,
ってぐ？？：融rl引二も問与し， 誇i壌の1彩、Jじ司お十時，キL;t:
などを J討んでいた しかし、落友にモるや、そわ




























lb, に，JI き、 L 、 t~










































































































































(,itす乙という守坊を子人 ｝て1ハ、 ヵ、；して， i金
融と商業にl門郎、が噴工業には弱L、j とL、う戦白Jj
























































展び）スゲートをさ r ，たc しかし， flltfC> r！本（／）財
問系企業び） • ／＼｛出J, t, : r .-p しごi践的のh、六三%そ












たわ九、 戦1、Jlj[T）財↑1見f¥貫「－の諸企主主が： Ut得 J
たβ＇1c7, J"r:;f I主たl士「E十［荷あ》てぴ）古予主ゲ＿）［.」一アう"J 
て二y勺／》7三と J一l1i f、 i段i妥c1lモ;j1;t’ ｜イ！、主び）たが〉




(ii 1) 企業王子・；：r;れとして J),i; ！：，ノ，役以に／バハ、誠
仁 fニ文 ~il'iょを立ち，，.が， 二三 i':J fニモ三 Le:', 片，：・J:!Il', ・ i';・ 
『ii本店ノ、、 iJ主ゾ＞ I三1N:t¥ ＇.土 δ土／）経済l:{,k1u: 
,1;_ ,t;:1,1, 1964'.t ), .＂く＇： lfti斉±付：としてc,;1 I、I¥/;Iそ
l:J, 59～73ヘーーンをあげと j；ごう。
(iL2) I本，｝ I. 業 {I~ JC [1,j I持、【i、YU口、 LI,] lji絞，：； -': 
しゆかわれあ1、に J 八、しそ tLを1・,:際比較史的に考＇.！者
十t・ ・i, nと［ては， rj1ll，投 ［！｜；『経済予E肢と家/j＼、（iJl¥子
；.：：，←一一， 1除 Jt較受山本t'，＇； ~J],Jl[,i:;,,il＇、工！：・ Will 行 lcft,\ci,,!
『i,n，~U1芹v J前叛明』（大塚久Mi；；己；；，~；·：;t.'t＇，；，己か II ，’f；渋
,r: r,1;, 1968＇.；，所 I［＇.（論立；）が Jくじとい三I0 たわ， F；見
行一て（！ '!l私J『Ii本人山経済＂ di）；』（L,1-', S＼〔？f主主；汗新特
?l, 1969iト） : t，こ cl｝問題にμ司法 Lf：ろく以前：味あら
刊行＇；正，； '1A詰をJU1h亡L、と。
Cl 3) JI lllifl『住友lnJ_ti1,il』， 133～134ペシ。
Ci 4) 「｛士友j についと：J't.: l：えはJ少のずtnを玄
!iJ目。鈴木；，li（‘『住友一一一企業グルーアジ｝的態2一一一』
（中公tli.1:119, 1 ！？央公論社， 196611），とくにと巨 1i完Il
f ILんl!il,'tJ，パ街頭政治J,Johannes Hirchmeir, The 
Oγigins of F：買trej>reneu：γship in ,Ueiii JaJ,an 
（仁ambridge, lVTassachuselts Harvard University 
I汁ess,1964), -fl ,1; J・ヒルシュマ fアt,，士厚長吉Ni• 
1 Jl·'i1'~ ,._ ,}'. :fl i本にれりる企業ぷt/iFドハ生成』（，；ur長1
f'rY1dfi訂， 1965'1 ), ?tl 6京「！日日小..(i] ,i2省工ーすノJ。
C n ;, ) l'f・m た『二井JH[/tj析なれ川也f立EI刊で－
if,JI必I，＇，』「経常 f,Ti.f・'lJ第 1In！，「生産1'J 1963W 
5 J ，；。
( (l/j) 「三 JIJに／ノL、て it，とくにuJIIZ込1 r三井
lii,[i込山保守1•誌に Jパ、てい） ( [')J （法政大学粁何学
三『終日Li｛.！，与f¥1をみ12 ，；，司r¥3 -, J , 1964 '.f 7 Jl , 
lOJiり）にftうところが多レ。なお，久保lf見『三井
企業グノレ一ブ vワJv態3 -J(r公弥之122，中央公
ふれ，19fifijc),{1> i, I和K 『二三井・二てを乃百年 I i本
資本TiiとMリi; -.1 (,1，え新書172, 1 t央公論壮，1968
'I ), J・ヒルシュ J イア，邦訳『！l木にむける企業主＋
結予I／，生成L お6草 IUJfl号（） {i］詑さたむjなどを参
I｛＜。
（経済協 ）j調子r本士官一調合iiil')tn)
